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』
と
あ
る
か
ら
、
上
古
以
泌
之
を
氏
一
服
し
た
こ
と
闘
し
、
左
官
を
段
符
使
役
す
る
こ
と
を
取
と
す
る
も
一
奥
様
媛
命
。
萄
停
云
。
紬

a

危
機
製
奥
品
質
減
拙
到
-
妨
一
内
に
在
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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』
と
あ
る
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一
ハ
七
)
金
抑
設
六
附

l
あ
か
/
¥
と
臼
は
つ
れ
な
〈
も

オ
カ
シ
ウ
マ
御
貸
馬
加
れ
滞
で
は
四
一
内
一
丸
十
一
の
が
そ
の
始
で
あ
る
o
元
利
元
年
に
は
財
越
源
右
衛
一
オ
キ
ツ
ヤ
タ
シ
奥
津
薬
師
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一
款
の
風
、
芭
謀
。
こ
の
僻
は
も
と
弘
化
二
年
悠
一
中
が

石
以
上
の
士
は
の
m
に
絡
を
出
品
川
へ
た
が
、
そ
れ
以
下
で
一
門
が
刀
目
さ
れ
て
川
石
を
賜
は
り
、
斑
文
三
年
に
橋
本
一
勝
一
士
院
ハ
鳳
京
〉
。
一
卯
反
山
麓
に
建
て
た
も
の
で
あ
る
。

も
奥
小
綿
・
桜

H
・
使
椅
等
制
援
の
職
に
あ
る
者
は
騎
一
口
氏
兵
衛
・
栗
盟
太
郎
左
衛
門
、
延
岱
・
苅
年
に
揃
村
二
一
一
オ
キ
ナ
オ
シ
ヨ
ヴ
翁
和
筒
加
賀
の
人
。
正
直
人
入
〉
金
持
成
感
寺

l
あ
か
/
¥
と
日
は
つ
れ
な
く
も

行
を
必
製
と
し
た
L
め
、
商
誌
の
資
を
典
へ
て
私
宅
-
右
衛
門
、

M
六
年
山
附
典
共
術
・
木
越
狐
太
夫
が
各
一
に
し
て
詔
識
を
離
れ
、
結
嫁
に
法
事
絡
を
説
諭
し
て
秋
の
風
、
芭
孫
。
向
H
M
m
K
亥
秋
饗
水
辿
市
建
。

に
厩
を
設
け
さ
せ
、
又
は
公
既
の
も
の
を
釘
県
し
た
o
一
有
制
さ
れ
て
阿
る
o

一
俄
念
な
く
、
形
悔
は
俗
で
あ
る
が
、
所
行
は
即
ち
純
一
爪
九
)
金
持
春
日
社

l
山
梁
や
梢
を
か
け
る
水
の
脅
、

こ
の
制
度
は
寛
文
中
に
前
川
綱
紀
が
定
め
、
そ
の
町
一
オ
キ
滞
能
尖
端
締
結
郷
に
幽
す
る
部
wm
。
一
徒
に
異
な
ら
な
か
っ
た
o
京
に
府
り
、
後
往
生
寺
に
十
芭
蕉
。
こ
の
仰
を
希
凶
が
建
て
た
と
い
ふ
が
、
今
所

施
は
延
貸
三
年
か
ら
で
あ
っ
た
o
後
に
在
山
三
太
夫
↑
オ
キ
沖
河
北
部
較
対
庄
に
幽
す
る
蔀
務
。
一
割
台
、
樹
下
に
座
し
て
摂
し
た
が
、
命
終
の
時
に
街
・
在
明
ら
か
で
な
い
。

が
一
一
子
人
組
踊
の
時
、
出
制
し
て
御
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脳
を
止
め
ら
一
オ
キ
押
脳
血
防
榔
良
川
の
内
の
小
字
。
一
静
雄
品
の
、
『
毎
自
作
是
念
、
以
何
令
衆
生
、
得
入
元
一
ハ
十
U
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l
山
さ
む
し
心
の
底
や
水
の
月
、

れ
た
と
い
ふ
か
ら
、
明
利
・
安
永
の
凶
ま
で
は
行
は
一
オ
キ
イ
チ
ロ
ベ
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隠
般
市
部
兵
衛
延
貸
六
年
一
上
道
‘
速
成
就
仰
身
0
』
の
備
を
謝
し
て
ゐ
た
。
稀
し
一
芭
烈
o
金
持
小
山
北
野
泌
巾
と
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
今

れ
て
ゐ
た
と
見
え
る
。
一
御
歩
と
な
り
、
平
保
・
苅
一
年
組
外
に
列
し
て
一
向
一
一
一
十
石
二
く
は
古
事
誠
に
記
さ
れ
る
。
一
向
削
減
し
て
純
み
得
ぬ
。
時
起
の
頃
建
て
た
の
で
あ
ら

オ
カ
シ
ゴ
ヤ
御
貸
小
屋
江
戸
邸
内
に
あ
っ
て
一
を
党
け
た
が
、
五
年
自
殺
し
て
家
断
絶
し
た
。
一
オ
キ
ナ
シ
ン
ゴ
ロ
ウ
翁
新
五
郎
狂
言
師
で
臥
ぅ
。
も
と
従
艦
寺
境
内
に
あ
っ
た
が
、
現
に
上
野
八

諸
士
以
下
の
火
同
宿
す
る
答
一
典
す
る
長
短
を
い
ふ
o
一
オ
キ
カ
ク
ザ
エ
モ
ン
搾
毘
左
衛
門
長
蓄
の
一
軍
部
小
石
に
住
ん
で
跨
た
o
天
正
九
年
六
月
遊
佐
釣
一
幡
宮
に
在
る
O

勿
論
是
等
は
御
岱
小
経
以
外
に
住
す
る
を
得
な
か
っ
一
家
信
。
殴
H
K
一
丸
一
年
八
周
浅
井
純
子
に
於
い
て
丹
羽
長
一
光
父
子
こ
L
に
溺
隠
し
て
開
た
の
を
、
長
辿
龍
兵
を
ス
十
一
〉
跡
谷
内
野
駿
神
社
・
l
芭
線
翁
。
う
ら
や
ま
し

た
o
古
い
時
代
で
は
金
仰
に
も
、
京
の
工
人
の
如
き
一
置
の
厄
佐
々
七
兵
衛
の
鎚
に
討
死
し
た
o
一
越
は
し
て
捕
へ
し
め
、
次
い
で
七
局
地
問
の
備
に
於
.
浮
悦
の
北
の
山
さ
く
ら
。
沈
肘
壬
午
口
春
日
。

他
よ
り
来
た
品
引
を
也
く
御
岱
小
肢
が
あ
っ
た
o
一
オ
キ
タ
ツ
エ
モ
ン
沖
辰
右
衛
門
安
永
四
年
組
一
い
て
創
首
し
た
と
あ
る
。
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。
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門
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を
党
け
、
組
外
…
オ
キ
ナ
ヅ
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塚
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賀
・
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管
二
凶
・
叩
で
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一
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A
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し
。
擬
見
風
前
諮
問
仰
o
こ
れ
は
純
一
仰
の
建

山
か
ら
流
出
し
、
倫
均
鎖
で
倫
品
川
に
注
ぐ
o
流
桜
一
に
列
し
た
が
、
天
明
八
年
九
局
十
一
日
夜
架
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崎
に
於
一
蕪
遁
悼
の
岱
に
建
て
た
停
は
左
の
如
〈
で
あ
る
。
一
て
た
も
の
で
あ
り
、
地
敏
か
ら
い
へ
ば
越
中
に
臨
す

四
粁
許
o

一
い
て
打
綿
せ
ら
れ
、
四
十
一
携
を
以
て
残
し
た
。
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l
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掃
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出
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一
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。
一
類
等
似
つ
て
之
を
病
死
と
脱
出
た
が
、
後
に
鋸
顕
柳
、
芭
張
。
終
夜
秋
風
き
く
や
袈
の
山
、
骨
良
。
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イ
〕
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〉
笛
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総
陪

l
結
く
れ
て
鴨
の
聾
ほ
の
か
に
自

オ
カ
チ
パ
シ
御
参
橋
金
制
作
締
栄
記
に
斗
御
か
一
し
、
見
政
三
年
七
月
十
日
跡
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せ
ざ
る
こ
と
を
一

C
一
〉
山
中
の
黒
谷

i
山
中
や
菊
は
た
を
ら
じ
湯
の
匂
一
し
、
芭
認
。
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十
四
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小
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妙
槻
院

l
海
く
れ
て
胞
の
聾
ほ
の
か
に

ら
拍
車
へ
出
る
往
来
の
栂
で
、
氏
月
用
水
に
架
け
ら
ト
オ
キ
チ
プ
ザ
エ
モ
ン
隠
岐
治
部
左
衛
門
江
州
一
友
口
辿
で
あ
ら
う
。
白
し
、
芭
認
。
貸
脳
の
繋
が
で
あ
る
や
秋
の
風
o
花

れ
る
栂
を
い
う
た
の
で
あ
る
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佐
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木
近
江
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の
出
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岐
右
近
の
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府
中
に
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い
一

2
3那
谷
の
那
谷
寺
・
l
石
山
の
石
よ
り
白
し
秋
の
時
拭
い
て
符
ち
あ
ふ
せ
た
り
二
日
且
o
鋸
竹
鳩
郵
o
左
側

オ
カ
チ
マ
チ
御
歩
町
金
持
の
町
布
。
御
歩
の
一
て
前
川
利
家
に
仕
へ
、
二
一
向
石
を
賜
は
り
、
天
正
十
一
風
、
芭
認
。
~
文
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一
=
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突
亥
各
十
一
周
木
公
舎
竹
崎
越
建
之
o
こ

郎
一
地
で
、
四
ャ
腕
に
在
っ
た
か
ら
、
御
歩
町
内
も
と
政
一
八
年
一
一
万
八
五
子
の
役
に
討
.
兆
し
た
。
治
郎
左
衛
門
人
四
)
小
松
建
摺
寺
|
し
ほ
ら
し
き
名
や
小
松
ふ
〈
萩
の
碑
は
岩
城
紫
斑
と
市
立
明
々
尼
が
建
て
た
と
い
ふ
か

作
町
、
今
茶
木
町
一
部
〉
O
水
揃
御
歩
町
ハ
今
水
抑
制
町
Y
一
か
ら
四
代
の
孫
市


